
第 1回委員会水需要管理 WG（2002.7.2 開催）結果報告 2002.7.5 庶務発信 

開催日時：2002 年 7 月 2 日（火） 15：00～17：00 

場  所：新・都ホテル 桂の間 

参加者数：委員 5名／河川管理者 4名／傍聴委員３名 

 
１ 検討内容および決定事項 
 
① 今後の検討方向について 

ＷＧリーダーの今本委員より、「従来の需要者からの要求に応じて水資源開発をするやり方は限

界をむかえている。今後の河川行政を進める上で流域委員会の水需要管理に関するコンセンサスを

得られるよう検討を行っていきたい」との発言があった。 
 
②「水需要管理」の考え方について 

寺田委員より「水需要管理」についての基本的な考え方が説明され、これまでの利水の考え方か

らの大きな変革のポイントとして 

ａ.水需要予測の考え方や予測方法の見直し、実態の把握 

ｂ.環境的要素に配慮して水需要を抑制する（環境維持用水の確保、渇水時だけでなく平常時

の節水） 

が提起された。 
 
③フリーディスカッション 

荻野委員より専門的な立場から水利権の歴史と現状についての情報提供が行われ、参加者全員で

意見交換が行われた。次回以降、現状の利水面でどのような問題点があるのか検討するとともに、

実態把握を行っていくことが確認された。 

＜主な話題＞ 

・ 農業用水について（取水実態の把握の現状、水利権転用の可能性、渇水時の一時転用として

の役割など） 

・ 水需要の抑制について（将来の不確定要素を含めた予測、日常における節水、渇水時の対応

など） 

・ 淀川の流況について（中小洪水時のダム操作など） 
 
２ 次回以降のスケジュール 

○7/8（月）10:00～12:00 開催、場所「ぱ・る・るプラザ京都」 

・ 河川管理者よりフルプラン（水資源開発基本計画）についてその背景や仕組みについて情報

提供頂き、意見交換を行う。 

○第 3回のＷＧの日程は次回ＷＧにて調整する。 

以上 

※このお知らせは委員の皆様に主な決定事項などの会議の結果を迅速にお知らせするため、庶務か

ら発信させて頂くものです。詳しい内容については結果概要をご覧ください。 


